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に
ぎ
り
カ
フ
ェ
」
に
衣
替
え

を
し
た
と
の
こ
と
。
お
に
ぎ

り
と
珈
琲
の
組
み
合
わ
せ
は

異
色
だ
が
、
日
本
的
な
食
に

こ
だ
わ
る
女
主
人
の
発
案
だ

そ
う
だ
。 

お
店
は
お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ

だ
け
で
な
く
、
敷
地
の
奥
に

は
土
蔵
の
内
部
を
改
造
し
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
蕎
麦
処
も
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
宴
会
に

も
使
え
る
。
土
蔵
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
毎
月
の
よ
う
に
音

楽
イ
ベ
ン
ト
や
美
術
展
示
な

ど
が
催
さ
れ
て
い
る
。
内
部

の
柱
や
梁
は
い
か
に
も
時
代

を
偲
ば
せ
、
黒
光
り
し
て
立

派
な
も
の
だ
。
近
く
に
お
越 

 

efefefefefefegef  
 

短
歌 

  

│
六
月 

樺
忌
い
く
た
び
・
そ
し
て
│ 

 

ゆ
す
ら
う
め
落
つ
る
を
朝
に
聞
い
て
お
り
時
の 

す
ぎ
ゆ
く
樺
忌
い
く
た
び 

 

六
月
の
夜
を
湿
め
ら
す
小
糠
雨
樺
忌
は
る
か
遠 

く
生
き
来
て 

 

樺
忌
の
六
月
し
ら
し
ら
雨
と
な
り
あ
の
日
の
遠 

の
く
高
層
の
都
市 

 

列
島
を
悲
し
み
の
警
鐘
鳴
り
ひ
び
く
死
刑
執
行 

粛
々
と
ま
た 

  

樺
（
か
ん
ば
）
美
智
子
：
一
九
六
〇
年
六
月
十
五
日
、
全
学
連 

の
日
米
安
保
条
約
反
対
国
会
デ
モ
で
警
官
隊
と
激
突
し
死
亡
。 

享
年
二
十
二
歳
。 

浅
野 

和
子 

  
 
 

時
事
川
柳 

  

無
期
限
の
サ
ザ
ン
の
停
止
驚
か
せ 

  

乗
る
よ
り
も
歩
け
歩
け
の
原
油
高 

  

天
敵
は
つ
く
り
お
き
す
る
姿
勢
な
り 

  

今
に
な
り
規
制
緩
和
が
淘
汰
さ
れ 

  

老
人
に
肘
鉄
食
ら
う
自
民
党 

  

討
論
で
首
相
が
晴
ら
す
恨
み
節 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

板
倉
毅
武 

 

の
人
に
「
ど
う
恩
返
し
し
た

ら
良
い
か
…
」
と
話
し
た
時
、

彼
女
は
「
あ
な
た
が
立
ち
直

っ
た
ら
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
他
の
誰
か
に
返
し
て
あ
げ

て
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
き
っ
と
今
が
そ
の
時
な

ん
だ
と
思
う
。
Ｐ
さ
ん
は
い

つ
も
会
う
た
び
に
「
こ
の
子

た
ち
を
守
れ
る
の
は
私
だ

け
、
だ
か
ら
私
は
頑
張
る
」

と
話
し
て
い
る
。
幼
い
二
人

の
子
供
も
素
直
で
「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
。 

 

後
日
Ｐ
さ
ん
に
会
っ
た
時

「
保
育
園
が
決
ま
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら

本
格
的
に
就
職
活
動
だ
。
Ｐ

さ
ん
の
生
活
が
立
ち
行
く
ま

で
、
私
は
み
ん
な
と
共
に
後

方
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。 

事
を
紹
介
で
き
る
と
思
う
」

と
話
し
て
く
れ
、
二
人
は
電

話
番
号
を
交
換
し
た
が
、
子

供
を
預
け
ら
れ
な
け
れ
ば
Ｐ

さ
ん
が
い
く
ら
働
く
気
が
あ

っ
て
も
身
動
き
が
と
れ
な

い
。
市
に
は
保
育
園
入
園
の

希
望
を
出
し
て
あ
る
が
、
仕 

    事
を
始
め
な
い
こ
と
に
は
、

収
入
の
目
処
が
立
た
な
い
。

色
々
な
可
能
性
を
考
え
て
、

皆
で
知
恵
を
絞
り
合
っ
た
。 

 
 

何
人
か
の
友
人
は
子
供
服

を
提
供
し
て
く
れ
た
。
一
緒

に
本
や
文
房
具
も
。「
Ｐ
さ
ん

の
サ
イ
ズ
が
分
か
ら
な
い
か

ら
、
ゴ
ム
ウ
エ
ス
ト
の
や
つ

ね
。
好
み
が
あ
る
け
ど
大
丈 

女
に
会
っ
た
。
初
対
面
の
私

に
彼
女
が
最
初
に
言
っ
た
言

葉
は
「
初
め
ま
し
て
。
お
世

話
に
な
り
ま
す
」
日
本
人
よ

り
丁
寧
な
そ
の
言
葉
づ
か
い

に
び
っ
く
り
し
た
。 

Ｈ
氏
は
在
住
外
国
人
支
援

活
動
の
一
環
で
Ｐ
さ
ん
の
世 

 
   

話
を
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ

た
人
で
は
彼
女
を
充
分
に
応

援
で
き
な
い
と
思
い
、
こ
の

事
を
私
の
友
人
達
に
伝
え
る

と
、
友
人
の
一
人
が
「
私
の

義
姉
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
だ 

か
ら
、
一
度
会
っ
て
み
る
？
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
早
速
私

の
家
で
Ｐ
さ
ん
と
Ｒ
さ
ん
を

会
わ
せ
た
。
Ｒ
さ
ん
は
「
仕 

    

い
る
三
島
に
や
っ
て
来
た
と

い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
母
子
の

Ｐ
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
。
Ｐ

さ
ん
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で

三
島
に
た
ど
り
着
い
た
。
現

在
、
三
島
市
に
生
活
保
護
の

申
請
は
し
て
い
る
が
、
そ
れ

が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
大
変
厳
し
い
状
態
だ
。 

Ｈ
氏
か
ら
事
の
経
緯
を
聞

い
た
時
、
同
じ
子
育
て
世
代

で
あ
る
私
は
、
彼
女
の
事
を

他
人
事
と
は
思
え
な
か
っ

た
。
今
ま
で
の
彼
女
の
苦
労

や
市
の
冷
た
い
対
応
を
聞
い

て
、
涙
が
出
て
き
た
。
そ
し

て
、
取
り
あ
え
ず
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
物
を
か
き
集
め
彼 

 

日
本
人
夫

の
暴
力
に
耐

え
き
れ
ず
、

知
り
合
い
の 

静岡空港は大丈夫？ 
函南町出身 千石県会議員に聞く！ 
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こ
こ
で
は
特
に
静
岡
空
港

事
業
に
つ
い
て
の
質
問
を
紹

介
す
る
。 

一
．
収
益
性
向
上
策
に
つ

い
て
、 

空
港
収
入
の
大
部
分
は
着

陸
料
。
現
状
で
は
総
収
入
は

三
億
円
程
度
見
込
ま
れ
、
対

し
て
空
港
の
維
持
管
理
費
用

は
そ
れ
を
相
当
額
上
回
る
。

増
収
策
の
為
、
空
港
利
用
者

か
ら
利
用
料
を
払
っ
て
も
ら

っ
た
ら
ど
う
か
。 

こ
れ
ま
で
空
港
建
設
か
ら 

efefefefefefegef 

開
港
後
の
運
営
等
、
相
当
の

お
金
が
か
か
り
、
そ
れ
ら
を

県
民
の
全
て
の
納
税
者
の

負
担
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
空
港
利
用
者
は
県
民
の

極
一
部
で
、
他
人
の
負
担
に

よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
仮

に
、
一
人
五
百
円
の
利
用
料

で
、
一
日
千
人
の
利
用
者
を

想
定
す
る
と
、
年
間
一
億
八

万
円
程
度
の
収
入
が
見
込

ま
れ
、
着
陸
料
を
上
回
る
収

入
で
あ
る
。
利
用
料
は
徴
収

し
な
い
か
？ 

二
．
空
港
事
業
会
計
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、 

こ
れ
ま
で
空
港
事
業
会
計

は
一
般
会
計
の
中
に
含
ま

れ
、
透
明
性
に
欠
け
て
い

た
。
新
聞
等
で
は
赤
字
は
三

億
円
と
い
う
話
だ
が
、
そ
れ

は
管
理
運
営
等
の
直
接
的

な
も
の
だ
け
。
空
港
部
そ
の

他
の
職
員
人
件
費
、
販
売
促

進
費
、
空
港
促
進
費
、
利
用

拡
大
費
、
更
に
、
空
港
建
設

に
当
り
、
起
債
し
た
県
債
の 

利
息
、
そ
れ
ら
を
全
部
含
め

る
と
相
当
な
額
に
な
る
。
そ

れ
ら
の
全
部
を
空
港
関
連
経

費
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
た
独
自
会
計
に
す
る
考

え
は
な
い
か
？ 

三
．
搭
乗
率
補
償
に
つ
い

て
、 

い
く
つ
か
の
空
港
で
は
搭

乗
率
が
低
下
し
た
場
合
、
採

算
割
れ
を
起
こ
し
た
空
路
か

ら
航
空
会
社
が
撤
退
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
、
設
定
し
た
搭

乗
率
以
下
の
場
合
、
税
金
で

損
失
分
を
補
填
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
東
名
高
速
、
新
幹

線
等
交
通
の
利
便
性
の
よ
い

静
岡
県
で
は
搭
乗
率
補
償
は

導
入
す
べ
き
で
な
い
と
思
う

が
、
知
事
の
見
解
は
？ 

四
．
経
済
波
及
効
果
に
つ

い
て
、 

静
岡
空
港
の
採
算
性
が
問

題
に
な
る
と
必
ず
、
経
済
波

及
効
果
の
話
し
が
出
て
く

る
。
い
く
ら
直
接
的
な
空
港

の
収
支
が
赤
字
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
を
は
る
か
に

上
回
る
経
済
波
及
効
果
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
問
題
に
す
る

に
は
当
ら
な
い
と
い
う
議
論

が
あ
る
。
空
港
事
業
の
認
可

申
請
時
点
で
経
済
波
及
効
果 

夫
か
な
あ
…
」
と
持
っ
て
き

て
く
れ
た
人
。「
ず
っ
と
使
っ

て
な
い
ち
ゃ
ぶ
台
が
出
て
き

た
」
と
持
っ
て
き
て
く
れ
た

人
も
い
る
。
主
婦
の
雀
の
涙

ほ
ど
の
お
小
遣
い
や
ア
ル
バ 

イ
ト
代
か
ら
、
皆
が
少
し
ず 

つ
カ
ン
パ
を
し
て
く
れ
た
。 

    

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
Ｐ
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

心
が
有
り
難
い
で
す
」
と
涙

を
流
し
た
。
と
て
も
き
れ
い

な
涙
だ
っ
た
。
友
人
た
ち
の

あ
た
た
か
さ
と
Ｐ
さ
ん
の
涙

に
、
私
も
胸
が
熱
く
な
っ
た
。 

Ｐ
さ
ん
の
事
を
知
っ
て
、以

前
、
私
を
助
け
て
く
れ
た
友

人
の
事
を
思
い
出
し
た
。
そ 

efefefefefefegef 

の
調
査
が
行
わ
れ
て
五
百
数

十
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る

が
、
何
が
根
拠
か
不
明
だ
し
、

実
際
の
需
要
予
測
は
、
当
時

と
比
べ
半
減
以
下
。
新
規
に

客
観
的
で
根
拠
の
あ
る
波
及

効
果
を
調
べ
た
ら
ど
う
か
、

今
後
、
県
民
の
多
く
が
静
岡

空
港
の
費
用
対
効
果
の
点
で

問
題
視
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
が
、
説
得
力
の
あ
る

調
査
は
考
え
な
い
か
？ 

 

こ
れ
等
の
質
問
に
対
し
、

石
川
県
知
事
や
岩
崎
航
空
部

長
等
の
答
弁
は
次
の
よ
う
な

全
く
真
剣
身
の
無
い
絵
空
事

の
よ
う
な
答
弁
で
あ
っ
た
。 

（
１
）
岩
崎
航
空
部
長
答
弁 

静
岡
空
港
は
広
く
県
民
が
利

用
す
る
公
の
施
設
で
あ
り
、

二
月
の
県
議
会
で
成
立
し
た

空
港
条
例
で
も
、
使
用
料
に

つ
い
て
は
無
く
、
他
の
空
港

と
同
様
、
航
空
機
の
運
行
者

か
ら
着
陸
料
等
以
外
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
着
陸
料

は
各
航
空
会
社
で
運
賃
に
反

映
し
、
結
果
と
し
て
利
用
者

が
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。 

（
２
）
石
川
知
事
答
弁 

事
業
会
計
の
あ
り
方
は
、
透 

三島児童文学を語る会 ３５５回 

７月例会のお知らせ 
日時： ７月２６日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：三島市大社町防災センター研修室」 

テキスト 「となりの人たち」 
小出正吾文学全集① P323 

(永岡治解題をみよ。1940年１０月の作と
ある。日米開戦前の作品である。) 

事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
TEL ９７１－３３４８(山口) 

明
性
、県
民
の
理
解
度
等
で
大

変
重
要
で
あ
る
が
、空
港
事
業

は
、道
路
や
河
川
等
の
社
会
資

本
と
同
様
、一
般
会
計
の
中
で

処
理
し
て
い
く
。
し
か
し
、
高

い
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、全
体
事
業
費
を
空
港
本
体

整
備
費
、
周
辺
部
整
備
費
、
空

港
関
連
道
路
、
河
川
整
備
費
、

地
元
対
策
費
等
に
区
分
し
て
、

毎
年
公
表
し
て
い
く
。 

（
３
）
石
川
知
事
答
弁 

よ
り
多
く
の
路
線
就
航
を
実

現
し
、静
岡
空
港
を
最
大
限
に

活
用
す
る
た
め
、就
航
を
促
進

す
る
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。搭
乗
率
補
償
は
有
効
だ
と

の
結
論
が
出
れ
ば
県
議
会
に

諮
る
。 

（
４
）
岩
崎
航
空
部
長
答
弁 

波
及
効
果
は
、建
設
に
よ
る
直

接
的
な
効
果
は
も
と
よ
り
、来

県
者
に
よ
る
消
費
拡
大
や
、産

業
活
動
の
活
発
化
に
よ
る
税

収
の
拡
大
や
地
域
雇
用
の
拡

大
に
よ
る
効
果
も
見
込
ま
れ

て
い
る
。開
港
時
に
お
け
る
寄

与
額
を
約
五
六
〇
億
円
と
試

算
し
た
が
、新
た
な
調
査
は
開

港
後
検
討
し
た
い
。 

 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン母
子
と
知
り
合
っ
て 

                                 
    

〈
徳
倉 

や
か
ま
し 

母
さ
ん
〉

要
予
約
。 

 

ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の

近
日
催
し

は
、
七
月
十

日
（
木
）
十

時
よ
り
十

五
時
、
手
作

り
布
ぞ
う

り
講
座
、
料

金
は
食
事

付
き
で
千

 

六
月
議
会
で
の
千
石
議
員
の

一
般
質
問
は
六
月
三
〇
日
に
行
わ

れ
た
。
質
問
事
項
は
次
の
項
目
、 

一 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ 

Ａ
Ｉ
‐
０
」
に
つ
い
て 

二 

新
公
会
計
制
度
に
つ
い
て 

三 

富
士
山
静
岡
空
港
事
業
に
つ 

い
て 

（
１
）
収
益
性
向
上
策 

（
２
）
事
業
会
計
の
あ
り
方 

（
３
）
搭
乗
率
保
証 

（
４
）
経
済
波
及
効
果 

四 

駿
豆
水
道
の
漏
水
事
故
に
つ 

い
て 

 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

三
島
大
社
の
西
側
交
差

点
、
北
西
角
か
ら
三
軒
目
に

ち
ょ
っ
と
古
風
な
二
階
建
瓦

屋
根
の
お
店
が
あ
る
。
一
見

し
た
と
こ
ろ
呉
服
屋
の
よ
う

な
た
た
ず
ま
い
。
実
は
こ
の

店
は
「
お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ
丸

平
」
と
い
い
、
れ
っ
き
と
し

た
喫
茶
店
だ
。
江
戸
時
代
末

期
か
ら
代
々
金
物
屋
と
し
て

続
い
て
い
た
が
、
五
年
前
、

現
在
の
お
店
に
変
わ
っ
た
。 

今
、
こ
の
店
を
営
ん
で
い

る
の
は
、
店
長
で
あ
る
河
村

結
里
子
さ
ん
と
い
う
若
女
主

人
。
彼
女
の
お
婆
さ
ん
が
金

物
屋
を
た
た
ん
だ
た
め
、
内

部
を
改
造
し
て
現
在
の
「
お 

五
百
円
。 

七
月
二
四
日
（
木
）
十
七
時

よ
り
「
木
の
宇
宙
」、
地
球
最

古
の
木
の
響
き
～
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｂ

氏
と
木
の
建
築
の
話
し
。
料

金
三
千
円
。 

楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 
月４千円、１回1000円 
【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣） 

自彊術三島教室のご案内 
日時  毎週金曜日 午前10：00～11：30 

場所  三島市民文化会館 ゆうゆうホー

ル 地下リハーサル室 

経費  3ヶ月11回 9000円 

連絡先 島田まさ子 090-4083－9184 

 

 

千
石
貞
幸
議
員
は
田
方
郡
選
出
、
無
所
属
県
議
で
当
選
一
回
。
前
は
函
南
町
議
一
期
、
途
中
で
前

回
町
長
選
に
出
馬
し
、
四
六
票
の
僅
差
で
敗
れ
た
。
議
員
に
な
る
前
は
東
レ
国
際
部
門
に
所
属
し
、

海
外
に
出
向
く
こ
と
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
十
五
年
以
上
も
海
外
生
活
の
経
験
が
あ
る
。

ま
た
、
国
連
英
検
特
別
Ａ
級
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
所
持
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
千
石
議
員
の
県
議
会
で

の
質
問
は
、
静
岡
空
港
問
題
等
で
鋭
く
県
当
局
に
迫
っ
て
い
る
。
千
石
議
員
を
訪
ね
て
み
た
。 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
（
６
）
中
央
町
４
‐

16 

『
お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ
・
丸
平
』 

し
の
際
は
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て

み
る
の
も
面
白
い
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
珈
琲
、
コ
コ

ア
、
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
ー
等

飲
み
物
は
殆
ど
が
五
〇
〇

円
。
そ
の
他
、
ラ
ン
チ
メ
ニ

ュ
ー
は
箱
根
西
麓
野
菜
、
ト

ン
汁
付
き
お
に
ぎ
り
が
七
五

〇
円
、
も
り
そ
ば
七
〇
〇
円

～
う
な
重
二
千
三
百
円
ま

で
、
宴
会
や
豪
華
お
食
事
は 

みしま・源氏物語を読む会 
    平安貴族の完璧な男社会の中で、経済力のない女性には自由の道はない。

男に愛されることで、自らの地位を獲得するか、 

結婚を拒否して髪を下ろし出家するか、   

さもなくば、自ら命を絶つか。 
 

と き：毎月第１・第３月曜日（月 2回） 午前10 時から 11時半 

         第３回 ０８年７月２１日（月） 
    ところ： 三島商工会議所３階 会議室 
    費 用： テキスト、資料代等実費          

＊使用テキスト角川文庫『源氏物語』 

    申し込み：055‐972-4953 こくごビレッジ （高月フミコ） 

電話：975-0068 
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